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１．事業の背景と目的 

 ・地元の人脈等を生かし相談体制の整備。 

 ・各専門家が講師となり専門分野以外の勉強会開催。行政担当者も出席する。 

 ・空き家相談会、セミナーの開催し空き家現地調査し図面課等行う。バンク登録可能か検証。 

 ・行政の個人情報で空き家遠方所有者へ相談チラシを案内頂ける。 

 

２．事業の内容  

（１）事業の概要と手順 

①．取り組みフロー                 [ 図 １ フロー ］       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 称 桑折町 空き家の有効活用に向けた相談体制確立・運用事業 

事業主体名 株式会社 伴 

連 携 先 桑折町 

対 象 地 域 福島県伊達郡桑折町 

事業の特徴 

・行政から空き家所有者住所へ相談会チラシ情報を発信。 

・相談体制は地元人脈を生かし構築。 

・専門以外の分野について、勉強・研修会の実施し相談の幅を広げる。 

・所有者確認後空き家現地調査を行い、空き家バンク登録可能か確認する。 

成 果 

・空き家等相談 19 件。相談体制の構築。 

・空き家セミナーに多くの町民・近隣住民 33 名が参加。 

・空き家２物件の内、１軒の流通が決定。1 物件は継続交渉中。 

・空き家現地調査図面等で所有者希望確認と行政との調整中。 

・C／F 表の提案。 

成果の公表先 http://kabu-ban.net/index.html 
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②．役割分担表・取組推進状況 

［ 表 １ 役割分担表 ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ［ 表 ２ 推進状況表 ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）事業の取組詳細 

①．空き家相談会開催 10 月 27 日・1 月 27 日（セミナー・相談会） 

11・12 月は個別相談を随時行う。空き家所有者の了解で現地調査・図面作成等を行う。 

所有者の希望、現地調査等で空き家バンク可能か今後実施予定。 

②．専門家同士の相談員育成勉強会実施。 

専門家が各自テキストを作成し 10 月 10 日に実施。 

取組推進状況は上記の通りで、毎月 町行政担当者と打合せを行う。 

③．取組み活動実績 （添付資料 ①～⑤ 参照） 

 

（３）成果 

①．空き家相談会の相談内容 （添付資料 ⑥ 参照） 

②．空き家セミナー開催 

③．空き家売却可能案件２物件の内、空き家バンク登録後に１軒の流通が実現した。 

④．空き家物件調査図面等 （添付資料 ⑦～⑮ 参照） 

⑤．C／F 表の提案 （添付資料 ⑯、⑰ 参照） 

 

育成プログラムの作成 （株）伴

・相談員へのプログラムに関する意見確

認の上、育成プログラムの内容について

専門家検討する

相談員研修会の開催 （株）伴

・研修会開催を呼び掛けて啓発し、空き

家に関する幅広い知識を得る研修会を

開催

マニュアル整備 （株）伴 未定（検討中）

相談窓口運営 桑折まちづくりネット 個別相談会の相談業務

相談対応マニュアル作成 （未定） 未定
相談事務実施

業 務 内 容担当者（組織名）具体的な内容（小項目）取組内容

相談員育成

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

相談員の育成プログラムの作成

相談員の研修会・一般向けセミナー ○ ○

相談員育成ﾏﾆｭｱﾙの整備(検討中)

専門家との協議

相談体制検討、連携先拡大

相談所の開設

相談会の開催 ○ ○ ○ ○

相談対応実施

実施済 → ← 今後の予定

平成30年度

対応準備

①相談員の育成

②専門家連携
　　　　 体制構築

相談受付 ③相談事務実施

ステップ 取組内容 具体的な内容(小項目)
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３．評価と課題 

①．空き家バンク登録希望物件が、現地調査で違法建築発覚し保留案件となる。 

また、市街化区域で空き家を貸したい希望がある。しかし都市計画上不可。 

関東圏から移住希望者へお試し田舎暮らし体験が出来る例外モデル地区に検討希望。 

桑折町には都市計画外の区域が無い。人口減少でコンパクトシティ構想に反するが、首都圏の 

農家体験希望者の踏み出す一歩のハードル小さく出来ないか？ 法律的な課題がある。 

②．空き家セミナーは、桑折・国見・伊達市・福島市からの出席者もあり３３人と反応が良かった。 

③．空き家売却の実績(１軒)で、今後も可能性が大いにあると予測。現在、引き続き継続中。 

④．空き家所有者の了解を得て現場調査し図面化等を行い、所有者と行政も含めて打ち合わせ中。 

⑤．現在賃貸で居住しているが、安い中古空き家購入を検討中。2 パターンで C／F 表を提案。 

購入すると所有権があるが、賃貸は何も残らない等提案する。 

⑥．成果物 

［ 表 ３ 各活動内容と実績 ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の展開 

①．市街化調整地域の問題については、桑折町が福島県に質問状を提出。（添付資料 ⑱ 参照） 

県からの回答は、個別案件ごとに審査会で決定するとのこと。（添付資料 ⑲ 参照） 

今後の展開として検討が必要で、継続課題として対応していく。 

   ②．相談を受けた案件は、今後も引き続きフォローしていく予定。 

   ③．所有者・行政と打ち合わせし、空き家バンクに登録可能か行う。 

定期的（１回/月）に行政と打合せを継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目・内容 開　催 参加人員 個別相談

相談員育成勉強会 １回 ７名 －

メンバー協議・会合開催 ４回  延べ　２３名 －

セミナー・講演会 １回 ３３名 －

空き家問題個別相談会
　　<個別相談含む>

５回 ４６名 １９件

現地調査、図面作成
<空き家バンク登録に向けて準備>

５回 － ４軒

空き家流通<利活用>

キャシュフロー表作成 ー ー １件

上記４軒中、１軒の流通が決まった



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．空き家対策相談会の個別相談目標

達成率

２．空き家対策の担い手強化・連携モデル事業  広報・推進活動実績

 〔添付資料①参照〕

 〔添付資料①、②参照〕

３．担い手強化 及び 空き家対策のプロ(専門家)集団　＝　『桑折まちづくりネット』　発足

保険相談対応 ／ 〔㈲ 藤倉保険企画 代表：保険コンサルタント〕

初動相談対応 ／ 〔杜不動産（株） 代表：宅建取引士〕

ﾘﾌｫｰﾑ等相談対応 ／ 〔おの設計事務所 代表：一級建築士〕

法務・税相談対応 ／ 〔渡邉司法書士事務所 代表：司法書士〕

体制統括・事務局　／ 〔㈱　伴  代表：FP一級〕

後　援　／ 〔桑折町まちづくり推進課〕

４．セミナー、講演会、相談会 チラシ

　『桑折町 空き家の有効活用に向けた相談体制確立・運用事業』

佐 々 木 英 人

小 野 紀 章

渡 邉 啓 道

菊 田 修

伊達郡桑折町

平成31年1月27日(日) 空き家対策無料セミナー・講演会及び個別相談会 開催

桑折まちづくりネット メンバー構成と役割

メンバー 役　　割　・　他

藤 倉 伸 祥

平成30年12月8日(土) 個別空き家相談会 実施

平成30年12月13日(木) 桑折町まちづくり推進課/移住定住課と現地調査物件の報告会

平成31年1月12日～21日 現地調査 及び 現地調査物件の「空き家カルテ」の整備作業

平成30年10月27日(土) 空き家対策無料相談会 開催

平成30年11月14日(水) 相談物件 現地調査

平成30年11月14日(水) 桑折町まちづくり推進課/移住定住課と空き家相談打合せ

平成30年10月12日(金) 桑折町各地でチラシ配布、各所へポスター掲示等の広報

平成30年10月23日(火) 桑折町商工会議所へ挨拶

平成30年10月23日(火) 桑折町町長へ挨拶

広 報 内 容 ・ 推 進 活 動

平成30年8月7日(火) 第一回 打合せ<桑折まちづくり推進課>

平成30年9月4日(火) 第二回 打合せ<桑折まちづくり推進課>

平成30年10月10日(水) 相談員研修会(人材育成セミナー)実施

個別相談目標数 個別相談実績数

20 件 19 件 95%

１ ２ ３

添付資料 ①
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５．活 動 実 績

◆ 第一回　打合せ 桑折まちづくり推進課

【実施日】 2018年 8月 7日

◆ 第二回　打合せ 桑折まちづくり推進課

【実施日】 2018年 9月 4日

実

施

状

況

実

施

状

況

添付資料 ②
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◆ 相談員研修会(相談員 人材育成）

【実施日】 2018年 10月 10日

◆ 桑折町商工会議所へ挨拶

【実施日】 2018年 10月 23日

◆ 桑折町町長へ挨拶

【実施日】 2018年 10月 23日

実

施

状

況

実

施

状

況

実

施

状

況

添付資料 ③
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◆ 空き家対策無料セミナー・講演会 開催 《 会 場 ： 桑折町イコーゼ ２階 》

【実施日】 2019年  1月 27日 参加者 ⇒ ３３名

① 〔セミナーテーマ〕 ： 「地域財産を活用した快適なふるさと暮らし」

講 師 ：  斎藤 隆夫 様　（一般財団法人 福島県建築安全機構 副理事長）

② 〔講演会テーマ〕 ： 「いわき市の空家対策 現状と課題」

講 師 ：  矢吹  匠 様　（アイナル不動産センター代表）

実

施

状

況

実

施

状

況

添付資料 ④
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◆ 第一回 「空き家対策無料相談会」 開催 《 会 場 ： 桑折町イコーゼ ２階 》

【実施日】 2018年 10月 27日 相談者 ⇒ 10名

◆ 第二回 「空き家対策無料相談会」 開催

【実施日】 2019年  1月 27日 相談者 ⇒ ２名

《 会 場 ： 桑折町イコーゼ ２階 》

実

施

状

況

実

施

状

況

添付資料 ⑤
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６．空き家相談者様 リスト

７．相談者様の分析

◎ 相談者の居住地域は、半分以上の方が空き家対策物件(相続不動産）とは別の地域に居住され、

　　地域の過疎化や空き家発生となる環境が進んでいるのが実態。

◎ 30代の方で桑折町への住替えしたいとの相談があり、今後の学区や教育環境も含め具体的に検討

　　されており、空き家活用とうまくマッチング出来ないかと調整・推進をしたい。

◎ 不動産相続に関する相談（売却・活用法、登記等）が大半で 84％を占めた。

◎ 相談者の年齢層は 30代から80代までと幅広かったが、やはり６０代・７０代（72％）の年齢層が

　　現実的に困っておられ、空き家対策の緊急性が感じられた。

《相談内容》 《相談者 年代》 《相談者 居住地》

連番 管理№ 相 談 日 ご職業 性別 ご相談内容・区分

1 Ba-19-1 平成30年10月27日 A 様 会社員 60 代 男 不動産相続問題

2 Ba-19-2 平成30年10月27日 B 様 公務員 30 代 男 桑折町に移住を考えている

3 Ba-19-3 平成30年10月27日 C 様 会社員 40 代 男 不動産相続問題(相続不動産を売却したい）

4 Ba-19-4 平成30年10月27日 D 様 主婦 70 代 女 不動産相続問題(相続不動産を売却したい）

5 Ba-19-5 平成30年10月27日 E 様 団体職員 60 代 男 不動産相続問題(相続不動産を売却したい）

6 Ba-19-6 平成30年10月27日 F 様 パート 60 代 女 不動産相続問題

7 Ba-19-7 平成30年10月27日 G 様 無職 70 代 男 不動産相続問題(相続不動産を売却したい）

8 Ba-19-8 平成30年10月27日 H 様 無職 60 代 男 不動産問題

9 Ba-19-9 平成30年10月27日 I 様 無職 80 代 女 不動産相続問題

10 Ba-19-10 平成30年10月27日 J 様 主婦 50 代 女 不動産相続問題

11 Ba-19-11 平成30年10月27日 K 様 主婦 80 代 女 不動産相続問題

12 Ba-19-12 平成30年10月27日 L 様 主婦 70 代 女 不動産相続問題(相続不動産を売却したい）

13 Ba-19-13 平成30年10月27日 M 様 主婦 70 代 女 不動産相続問題(相続の土地を売却したい）

14 Ba-19-14 平成30年10月27日 N 様 無職 60 代 男 不動産相続問題(相続の土地を売却したい）

15 Ba-19-15 平成30年10月27日 O 様 主婦 60 代 女 不動産相続問題(相続不動産を売却したい）

16 Ba-19-16 平成30年12月8日 P 様 会社員 60 代 男 住替えを検討している

17 Ba-19-17 平成31年1月27日 Q 様 無職 60 代 男 不動産相続問題(相続不動産を売却したい）

18 Ba-19-18 平成31年1月27日 R 様 主婦 60 代 女 不動産相続問題(相続不動産を売却したい）

19 Ba-19-19 平成31年1月27日 S 様 主婦 30 代 女 桑折町に移住を考えている

空き家相談者様　リスト

ご相談者様 年齢

添付資料 ⑥
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桑折町職員の方々との現地(空き家)調査立会い状況
添付資料 ⑦
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現地調査状況 - 物件 １

現地調査状況 - 物件 ２

添付資料 ⑧
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現地調査状況 - 物件 ３

添付資料 ⑨
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現地調査状況 - 物件 ４

添付資料 ⑩
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現地調査状況 - 物件 ５ 添付資料 ⑪
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現地調査物件の現況書、図面作成

事 例 ①

添付資料 ⑫
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事 例 ②

添付資料 ⑬
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事 例 ③

添付資料 ⑭
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事 例 ④

添付資料 ⑮
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生涯借家住まい継続

経 過 年 数 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年 32年 33年 34年 35年 36年 37年 38年 39年 40年 41年

和　暦　年 平成52年 平成53年 平成54年 平成55年 平成56年 平成57年 平成58年 平成59年 平成60年 平成61年 平成62年 平成63年 平成64年 平成65年 平成66年 平成67年 平成68年 平成69年 平成70年 平成71年 平成72年

西　暦　年 2040年 2041年 2042年 2043年 2044年 2045年 2046年 2047年 2048年 2049年 2050年 2051年 2052年 2053年 2054年 2055年 2056年 2057年 2058年 2059年 2060年

ご主人 様 83歳 84歳 85歳 86歳 87歳 88歳 89歳 90歳 91歳 92歳 93歳 94歳 95歳 96歳 97歳 98歳 99歳 100歳 101歳 102歳 103歳

奥 様 80歳 81歳 82歳 83歳 84歳 85歳 86歳 87歳 88歳 89歳 90歳 91歳 92歳 93歳 94歳 95歳 96歳 97歳 98歳 99歳 100歳

様

様

様

様

収入・支出項目

170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170

78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78

248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 78 78 78

税・社会保険料等 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 3 3 3

216 216 216 216 216 216 216 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180

65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65

2.0 2.0 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

240 240 240 240 240 240 240 240

290 290 290 290 290 290 290 254 254 254 494 494 494 494 494 494 494 494 3 3 3

-42 -42 -42 -42 -42 -42 -42 -6 -6 -6 -246 -246 -246 -246 -246 -246 -246 -246 75 75 75

-950 -992 -1,034 -1,075 -1,117 -1,159 -1,201 -1,207 -1,212 -1,218 -1,464 -1,710 -1,956 -2,201 -2,447 -2,693 -2,939 -3,185 -3,110 -3,035 -2,960

-950 -992 -1,034 -1,075 -1,117 -1,159 -1,201 -1,207 -1,212 -1,218 -1,464 -1,710 -1,956 -2,201 -2,447 -2,693 -2,939 -3,185 -3,110 -3,035 -2,960 

相談者 X ご主人 様 キャッシュフロー <83歳 ～ 103歳>現状分析

 主な
ライフイベント

金

融

資

産

その他の収入

基本生活費

奥様 収入

住居費

ご主人様 収入

ご家族

ご夫妻

ご主人

奥

年
　
齢

収
　
入

ご主人様 公的年金

ご主人様 個人年金

世帯主

変動率

家族構成

収入 計

奥様 公的年金

奥様 個人年金

支出　計

年間収支

固定資産税 等

教育費

自動車関連費

保険料

金融資産残高 計

流動性資金

確実性資金

利殖性資金

その他の支出

支
　
出

配偶者

《キャッシュフロー》

《キャッシュフロー (グラフ）》

「 ご相談者様 キャッシュフロー 」
パターン 1 ⇒ 借家継続居住

生涯借家住まい継続

経 過 年 数 現 在 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年

和　暦　年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 平成36年 平成37年 平成38年 平成39年 平成40年 平成41年 平成42年 平成43年 平成44年 平成45年 平成46年 平成47年 平成48年 平成49年 平成50年 平成51年

西　暦　年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年 2036年 2037年 2038年 2039年

ご主人 様 62歳 63歳 64歳 65歳 66歳 67歳 68歳 69歳 70歳 71歳 72歳 73歳 74歳 75歳 76歳 77歳 78歳 79歳 80歳 81歳 82歳

奥 様 59歳 60歳 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳 66歳 67歳 68歳 69歳 70歳 71歳 72歳 73歳 74歳 75歳 76歳 77歳 78歳 79歳

様

様

様

様

収入・支出項目 [単位：万円]

280 280 280

170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170

110 110 110 110 110 110

78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78

390 390 390 280 280 280 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248

税・社会保険料等 38 38 38 12 12 12 20 20 20 20 20 20 20 12 12 12 7 7 7 7 7

264 264 264 264 216 216 216 216 216 216 216 216 216 216 216 216 216 216 216 216 216

65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65 65

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26

24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

419 419 419 393 345 345 353 353 353 353 353 353 353 345 345 345 340 340 340 290 290

-29 -29 -29 -113 -65 -65 -105 -105 -105 -105 -105 -105 -105 -97 -97 -97 -92 -92 -92 -42 -42 

771 743 714 602 537 472 368 263 158 54 -51 -155 -260 -357 -453 -550 -641 -733 -825 -866 -908

771 743 714 602 537 472 368 263 158 54 -51 -155 -260 -357 -453 -550 -641 -733 -825 -866 -908 

１．ご主人、９３歳から介護施設利用予測。

【主な内容/条件】

<62歳 ～ 82歳>現状分析

 主な
ライフイベント

金

融

資

産

その他の収入

基本生活費

奥様 収入

住居費

ご主人様 収入

ご家族

ご夫妻

ご主人

奥

年
　
齢

収
　
入

ご主人様 公的年金

ご主人様 個人年金

世帯主

変動率

家族構成

収入 計

奥様 公的年金

奥様 個人年金

支出　計

年間収支

固定資産税 等

教育費

自動車関連費

保険料

金融資産残高 計

流動性資金

確実性資金

利殖性資金

その他の支出

支
　
出

相談者 X ご主人 様 キャッシュフロー 

配偶者

現状分析
〔相談者 X ご主人 様〕　　

生涯借家住まい継続
今後の収入・支出の推移予測

-3500
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59歳

62歳

64歳

67歳

69歳

72歳

74歳

77歳

79歳

82歳

84歳

87歳

89歳

92歳

94歳

97歳

99歳

102歳

104歳

107歳

109歳

112歳

金
額
（
万
円
）

配偶者 年齢

世帯主 年齢

金融資産残高 計 税・社会保険料等 基本生活費 住居費 固定資産税 等 教育費

自動車関連費 保険料 その他の支出 収入 計 年間収支

介護サービス活用（９３歳）

添付資料 ⑯
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　【選 択 ① 内 容】

※ 中古空き家購入

経 過 年 数 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年 32年 33年 34年 35年 36年 37年 38年 39年 40年 41年

和　暦　年 平成52年 平成53年 平成54年 平成55年 平成56年 平成57年 平成58年 平成59年 平成60年 平成61年 平成62年 平成63年 平成64年 平成65年 平成66年 平成67年 平成68年 平成69年 平成70年 平成71年 平成72年

西　暦　年 2040年 2041年 2042年 2043年 2044年 2045年 2046年 2047年 2048年 2049年 2050年 2051年 2052年 2053年 2054年 2055年 2056年 2057年 2058年 2059年 2060年

ご主人 様 83歳 84歳 85歳 86歳 87歳 88歳 89歳 90歳 91歳 92歳 93歳 94歳 95歳 96歳 97歳 98歳 99歳 100歳 101歳 102歳 103歳

奥 様 80歳 81歳 82歳 83歳 84歳 85歳 86歳 87歳 88歳 89歳 90歳 91歳 92歳 93歳 94歳 95歳 96歳 97歳 98歳 99歳 100歳

様

様

様

様

収入・支出項目

170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170

78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78

248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 78 78 78

税・社会保険料等 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 3 3 3

216 216 216 216 216 216 216 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180 180

4.0 4.0 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

240 240 240 240 240 240 240 240

227 227 227 227 227 227 227 191 191 191 431 431 431 431 431 431 431 431 3 3 3

21 21 21 21 21 21 21 57 57 57 -183 -183 -183 -183 -183 -183 -183 -183 75 75 75

-47 -26 -5 16 37 58 79 136 193 250 67 -116 -299 -482 -665 -848 -1,031 -1,214 -1,139 -1,064 -989

-47 -26 -5 16 37 58 79 136 193 250 67 -116 -299 -482 -665 -848 -1,031 -1,214 -1,139 -1,064 -989 

相談者 X ご主人 様 キャッシュフロー <83歳 ～ 103歳>選 択 ①

 主な
ライフイベント

1.20%

金

融
資

産

その他の収入

基本生活費

奥様 収入

住居費

ご主人様 収入

ご家族

ご夫妻

ご主人

奥

年
　
齢

収
　
入

ご主人様 公的年金

ご主人様 個人年金

世帯主

変動率

家族構成

収入 計

奥様 公的年金

奥様 個人年金

支出　計

年間収支

固定資産税 等

教育費

自動車関連費

保険料

金融資産残高 計

流動性資金

確実性資金

利殖性資金

その他の支出

支
　
出

配偶者

《キャッシュフロー》

パターン ２ ⇒ 中古空き家購入居住

《キャッシュフロー (グラフ）》

選 択 ①
〔相談者 X ご主人 様〕　　

中古空き家購入
今後の収入・支出の推移予測
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77歳

79歳

82歳

84歳

87歳

89歳

92歳

94歳

97歳

99歳

102歳

104歳

107歳

109歳

112歳

金
額
（
万
円
）

配偶者 年齢

世帯主 年齢

金融資産残高 計 税・社会保険料等 基本生活費 住居費 固定資産税 等 教育費

自動車関連費 保険料 その他の支出 収入 計 年間収支

中古空き家購入(住宅ローン開始)

介護サービス活用（９３歳）

中古空き家購入頭金

　【選 択 ① 内 容】

※ 中古空き家購入

経 過 年 数 現 在 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年

和　暦　年 平成31年 平成32年 平成33年 平成34年 平成35年 平成36年 平成37年 平成38年 平成39年 平成40年 平成41年 平成42年 平成43年 平成44年 平成45年 平成46年 平成47年 平成48年 平成49年 平成50年 平成51年

西　暦　年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年 2036年 2037年 2038年 2039年

ご主人 様 62歳 63歳 64歳 65歳 66歳 67歳 68歳 69歳 70歳 71歳 72歳 73歳 74歳 75歳 76歳 77歳 78歳 79歳 80歳 81歳 82歳

奥 様 59歳 60歳 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳 66歳 67歳 68歳 69歳 70歳 71歳 72歳 73歳 74歳 75歳 76歳 77歳 78歳 79歳

様

様

様

様

収入・支出項目 [単位：万円]

280 280 280

170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170 170

110 110 110 110 110 110

78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78

390 390 390 280 280 280 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248

税・社会保険料等 38 38 38 12 12 12 20 20 20 20 20 20 20 12 12 12 7 7 7 7 7

264 264 264 264 216 216 216 216 216 216 216 216 216 216 216 216 216 216 216 216 216

65 128 85 85 21

2.0 2.0 2.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26

24 124 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

419 582 439 415 303 282 290 290 290 290 290 290 290 282 282 282 277 277 277 227 227

-29 -192 -49 -135 -23 -2 -42 -42 -42 -42 -42 -42 -42 -34 -34 -34 -29 -29 -29 21 21

771 579 530 396 373 371 329 287 245 204 162 120 78 44 11 -23 -52 -81 -110 -89 -68

771 579 530 396 373 371 329 287 245 204 162 120 78 44 11 -23 -52 -81 -110 -89 -68 

１．ご主人、９３歳から介護施設利用予測。

２．６３歳時に、中古空き家を購入予定。（住宅ローンは、２５０万円を想定）【主な内容/条件】

<62歳 ～ 82歳>選 択 ①

 主な
ライフイベント

1.20%

金
融

資
産

その他の収入

基本生活費

奥様 収入

住居費

ご主人様 収入

ご家族

ご夫妻

ご主人

奥

年
　
齢

収
　
入

ご主人様 公的年金

ご主人様 個人年金

世帯主

変動率

家族構成

収入 計

奥様 公的年金

奥様 個人年金

支出　計

年間収支

固定資産税 等

教育費

自動車関連費

保険料

金融資産残高 計

流動性資金

確実性資金

利殖性資金

その他の支出

支
　
出

相談者 X ご主人 様 キャッシュフロー 

配偶者

添付資料 ⑰
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■事業主体概要・担当者名 

設立時期 平成 24 年 7 月設立 

代表者名 菊田 修 

連絡先担当者名 菊田 修 

連絡先 
住所 〒960-0112 福島県福島市南矢野目字鵯目 50-3 土佐鋼業ビル 2F 

電話 024-573-0291 携帯 080-2836-8658 

ホームページ http:// kabu-ban.net/index.html 


